
６
社
増
収
５
社
増
益

工
事
部
門
の
採
算
改
善

道路舗装大手の年４～９月期
　
道
路
舗
装
大
手
８
社
の
２
０
２
４
年
４

９
月
期

決
算
が

日

出
そ
ろ

た

公
共
工
事
を
中
心
と

す
る
発
注
が
堅
調
に
推
移
し

前
期
か
ら
の
繰
越
分

を
含
む
手
持
ち
工
事
も
順
調
に
進
捗
し
た
た
め
６
社

が
前
年
同
期
比
で
増
収

本
業
の
も
う
け
を
示
す
営

業
利
益
は
５
社
が
改
善
し
３
社
が
減
益
と
な

た


工
事
部
門
の
利
益
は
受
注
時
採
算
の
改
善
も
進
み
回

復
基
調
に
あ
る
も
の
の

合
材
製
造
部
門
は
原
油
価

格
の
高
止
ま
り
に
伴
う
製
造
コ
ス
ト
の
上
昇
や
出
荷

量
の
減
少
が
響
き
利
益
確
保
に
苦
戦
し
た


　
大
手
８
社
の
う
ち
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｏ
と
日
本
道
路

東
亜
道
路
工

業

世
紀
東
急
工
業
の
４
社
は

連
結
ベ

ス

鹿
島
道
路
と
大

成
ロ
テ

ク

大
林
道
路
の
３

社
は
単
体
ベ

ス
で
公
表

前

田
道
路
は

年
４

９
月
期
が

単
体


年
３
月
期
予
想
が
連

結
の
数
字
に
な
る


　
工
事
部
門
は
手
持
ち
工
事
を

順
調
に
消
化

売
上
計
上
が
進

み
利
益
率
改
善
に
も
寄
与
し

た

単
体
の
完
成
工
事
総
利
益

︵
粗
利
益
︶
率
を
見
る
と

前

田
道
路
が

・
６
％
︵
前
年
同

期
比
１
・
３

上
昇
︶

鹿
島

道
路
が

・
５
％
︵
０
・
８


上
昇
︶

大
成
ロ
テ

ク
が
９

・
９
％
︵
３
・
９

上
昇
︶


大
林
道
路
が

・
８
％
︵
２
・

０

上
昇
︶
と
上
向
い
た

非

公
表
の
日
本
道
路
も
﹁
建
設
事

業
は
工
事
管
理
の
徹
底
に
よ


て
採
算
性
が
向
上
し
た
﹂
と
い

う


　
合
材
製
造
部
門
は
原
油
価
格

が
高
止
ま
り
し
て
い
る
影
響

で

依
然
と
し
て
原
材
料
に
な

る
ス
ト
レ

ト
ア
ス
フ

ル
ト

︵
ス
ト
ア
ス
︶の
卸
値
上
昇
分
を

販
売
価
格
に
転
嫁
し
き
れ
ず


採
算
確
保
に
苦
慮
す
る

日
本

ア
ス
フ

ル
ト
合
材
協
会
︵
日

合
協
︶
の
統
計
で
は

製
造
量
が
過
去
最
低
の
水
準
で
推
移
し

て
い
る

需
要
量
が
大
幅
に
減


て
い
る
状
況
で

利
益
を
確
保
す
る

た
め
に
は
﹁
さ
ら

な
る
価
格
転
嫁
の

継
続
が
必
要
﹂

︵
世
紀
東
急
工
業
︶

と
な
る


　
売
上
高
の
先
行

指
標
と
な
る
受
注

高
は

公
表
６
社

の
う
ち
４
社
が
前

年
同
期
を
上
回


た

今
後
も
受
注

環
境
は
公
共
工
事

が
堅
調
に
推
移

し

民
間
投
資
も

さ
ら
に
持
ち
直
し

て
い
く
と
多
く
の

社
が
予
測
す
る


各
社
が
安
定
し
た

環
境
で
持
続
可
能

な
経
営
を
実
現
す

る
た
め
に
は
合
材

取
引
価
格
の
適
正

化
が
急
務

引
き

続
き
業
界
全
体
の

課
題
と
し
て
関
係

機
関
に
働
き
掛
け
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る

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